
【別紙】 

利用者負担軽減対象者の確認方法及び対象者に係る請求手順等 

① 令和２年３月サービス提供に係る明細書の作成 

  通常どおり、明細書を作成する。 

 ※ この時点では、国保連への伝送は行わないこと 

② 利用者負担軽減対象者の確認 

  下記のフローチャートを用いて、利用者負担軽減対象者かどうかを確認する。 

 ※ 複数事業所を利用している場合は、利用者負担の合計による比較が必要 

 ※ 上限管理対象の場合、上限額管理事業所が、上限額管理結果票を比較して判断 

 ※ 令和２年２月にサービスの利用が無い又は３月に新規で給付決定を受けた場合、 

令和２年２月の利用者負担は、０円として判断 

③ 利用者負担軽減後の明細書の作成 

  請求ソフト（簡易入力システム）において、利用者負担上限月額①を、令和２年２

月の利用者負担と設定して、明細書を作成する。 

 ※ 複数事業所を利用している場合、全事業所の利用者負担の合計を設定 

 ※ 以上、①～③を利用者全員分について行い、電子請求を行う 

手入力により、利用者負担軽減後の
利用者負担へと修正する

利用者負担が軽減されて
いることを確認

令和２年３月２日～春休みの
前日までの期間に放課後等デ
イサービスを利用している

令和２年２月の利用者負担が
上限（※）まで達していない
※4,600円又は37,200円

令和２年３月の利用者負担が
令和２年２月と比べて高い 軽減対象
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④ 一覧表の送付 

補助対象者を一覧表（別添１）にまとめて、令和２年４月 17 日（金）までに札幌市

へ電子メールで送付する。【メールアドレス：sapporo.jiritsushien@city.sapporo.jp】 

⑤ 利用者への説明、利用者負担の受領 

  説明資料（別添２）を用いて、利用者負担が減額になることを利用者に説明のうえ、

軽減後の利用者負担を受領する。 

【上限額管理対象者に係る留意事項】 

〇 利用者負担軽減対象者については令和２年２月の利用者負担を、利用者負担上限月

額とすることから、上限額管理対象者の場合、令和２年２月の利用者負担が、各事業

所の利用者負担の合計となるように、上限額管理を行う必要がある。 

〇 上限額管理結果票の作成に係る具体例は以下のとおり。 

 （各事業所の請求情報） 

項目名 令和２年２月 令和２年３月  軽減後 

事業所名 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

総費用額 ４万円 ６万円 15 万円 ５万円 15 万円 ５万円

利用者負担 ４千円 ６千円 1.5 万円 ５千円 １万円 ０円 

利用者負担額合計 １万円 ２万円  １万円

 （利用者負担上限額管理結果票） 

利用者負担上限額管理結果票

利用者負担上限額管理結果 1

1234567890

事業所名称 A

項番 1

事業所番号

2

2345678901

00 01 0 0

5利用者負担額 1 5 0 0

0 0 00 0 0 5

B

0 0

0 0

0 0 00

1 0 0
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利用者負担上限月額

管理結果後利用者負担額
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総費用額

１万円
の軽減 

＜ 

令和２年２月の利用者

負担の合計を記載 

管理事業所のみで充当する

場合は１、それ以外は３ 

※２は、起こり得ない 

令和２年２月の利用者負担の合計を

上限額とみなして、各事業所の管理

結果後利用者負担額を調整する。 

その他は、通常の上限額管理のルー

ルどおりだが、国保連に伝送する結

果票も、この内容を伝送すること。


